平成２５年度　第二回鶴岡市空き家等審議会（会議概要）
日　時：平成２５年１２月１８日（水）午後２時～３時３０分
場　所：鶴岡市役所　大会議室（西）
主席者：秋保充也会長、井上孝紀委員、山本斉委員、阿部俊夫委員、渡部忠彦委員　

　　　（事務局）

　　　　　上原市民部長、五十嵐環境課長、小杉課長補佐、富樫主査
佐藤建築課長、白井係長　　　

事務局：（開会）

会　長：（挨拶）

事務局：議長を秋保会長にお願いします。
会　長：協議に入ります。空き家対策の状況について事務局の説明をお願いします。

　　　　最初に適正管理について説明をお願いします。
事務局：（環境課説明）

　　　　・昨年度相談件数141件に対して今年度の11月末で119件、月平均にすると昨年度12件に対して今年度15件と昨年度の25％増です。
　　　　　鶴岡地区においては、昨年度99件に対して今年度の11月末で95件と月平均にすると昨年度の50％増です。
　　　　・指導文書は所有者に直接口頭指導できない場合や何度口頭指導しても対応しない所有者に文書指導したもので11月末現在で12件の所有者に発送しています。勧告文書については、何度指導しても改善のない不適正な状況が著しい場合に期限を定めて行うものですが、まだ実績はありません。応急措置は実態調査で危害が切迫した場合に実施する緊急的な対応ですが、鶴岡地区、羽黒地区、温海地区で各1件ずつ行っています。

　　　　・所有者等の対応状況について上半期受付分を11月に現地踏査して調べておりますが、家屋に関する52件の相談のうち完了が38件、継続が31件となっています。また、家屋以外の42件の相談については、完了が38件、継続が4件となっています。合計では完了が59件、継続が35件となっています。

　　　　　家屋以外の相談内容としては、草木、虫に関する相談が大部分を占めており、草の繁茂、樹木の越境のほかアメリカシロヒトリの被害に関する相談でした。

　　　　　家屋では倒壊、建材の飛散など様々の内容ですが、老朽度が著しく補修困難な家屋は現実的には解体しかないようなことから、経費等の関係で所有者の即対応が難しい状況にあります。継続の中には解体予定のものや相続財産管理人が競売中のものも含まれています。継続の理由を大まかに分けますと、所有者不在、連絡不能が約4割、その他は管理意識が薄い、経済的に困難、所有者が高齢で判断能力が無いなど様々です。
会　長：次に有効活用についてお願いします。

　　　　（建築課）

　　　　・NPO法人つるおかランドバンクと協力しながら空き家の有効活用に取り組んでいます。4月1日から11月30日までランドバンクに寄せられた相談件数は89件あり、売却希望や今後の取り扱いに関することが主な相談内容となっています。また、解体に関する相談では、見積依頼13件のうち2件が成約となっています。

空き家バンク事業では空き家所有者と希望の物件を探している方をマッチングさせる取り組みとして、ランドバンクのホームページに10件の掲載をしていますし、空き家委託管理事業では2件の成約があります。宅建業の方々に空き家物件の購入者や売却先を探していただいており、宅建引継物件が35件あります。
・平成23年度の空き家調査で空き家と判断された2,373棟のうち、所有者等が明確に分かる方を対象に、空き家所有者等の意向調査を実施しております。調査内容は、現在の空き家の状況、今後どのような意向を持っているか、ランドバンクの事業に協力を頂けるかを確認したり、597件、40.4％の回答をいただいています。
空き家の現状がどのようになっているかの問いでは、利用していないが24.5％、次いで時々過ごすための家が21.9％、物置・倉庫として使用しているが18.4％となっています。空き家の管理に関しては、本人と回答した方が49.9％、次いで親族の方が管理しているが19.1％となっています。空き家の今後の活用についての問いでは、予定なし（現状のまま）が一番多く17.8％、次いで他に売却したいが15.6％となっています。空き家状態が長引くと適正管理の問題が発生しますので、チラシ等を通じてランドバンクの事業等を紹介していきたいと考えています。ランドバンクでの空き家の解体斡旋の問いでは、希望すると希望しないが半々となりました。ランドバンク事業への協力についての問いでは137件の方から協力したいという回答をいただいており、ランドバンクの各事業へ登録すると回答いただいた方のなかで、同意に署名いただいた96名の方の情報をランドバンクに提供しています。ランドバンク事業又は空き家バンク事業に登録する場合の提供方法については、複数回答となっておりますが、半数以上の方から寄付もしくは安く売るか貸すかというような回答をいただいています。
・空き家相談会を12月7日土曜日に勤労者会館で開催し12件の受付件数がありました。建設業協会、司法書士会、行政書士会、建築士会とランドバンク事務局、鶴岡市が相談員として参加しております。
会　長：何か質問がありますか。

委　員：ホームページで郊外地の空き家物件が掲載されていた。ランドバンクでは空き家の老朽度ランクなどで取り扱いに違いあるか。
事務局：老朽度ランクで選別はしません。不動産として流通しにくい敷地面積や隣接道路が狭い条件の悪い空き家にも積極的取り組んでいきます。

委　員：指導文書から勧告文書に移るのはどのような場合ですか。また、期限はどのようになっているか。

事務局：事案に応じて指導から勧告へ移行する判断をしたいと思います。また、現地状況に応じて期限を決定いたします。
委　員：空き家の応急措置の実施について説明をお願いする。
事務局：（実施3件の状況説明）
委　員：危険な空き家対応のガイドラインのようなものを作ったらどうか。

事務局：今年度は老朽度の高いDランクの空き家の追跡調査を実施しましたが、その建物の状況を見ながら検討していく必要があると思います。

事務局：民間住宅セーフティネット推進事業という事業があり、高齢者、障がい者、子育て世帯向けに空き家をリフォームする代金を国が補助する制度です。こういったものを活用して空き家を解消する手立てに出来ないか検討しています。
会　長：その他何かございませんか。

　　　　無ければこれで終了させていただきます。

事務局：（閉会）　　　　
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